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研究要旨

 経鼻投与ワクチンにおける解析はヒトと抗原認識機構が異なるマウス等以外ではほ

とんど行われていない。本研究では

ラインフルエンザ

を免疫染色にて病理

胞、CD163
明した

ではほとんど報告が無く、ヒトにおける毒性評価等には反映できるものと考えられた

 
A. 研究目的

 粘膜免疫を誘導する粘膜ワクチンでは抗

原を粘膜に直接運ぶ必要があり、全身的な

影響はもとより、粘膜局所における解析は

重要であ

免疫系の認識機構の解明はヒトと構造や

原認識機構

るのが大半である。カニクイザルはヒトに

極めて近い鼻腔内の構造をもっており、ヒ

トと同様マウス等で抗原認識に重要な組織

である

は規粘膜ワクチンとして期待されている

ヒトパラインフルエンザ

（HPIV2
持つカニクイザルにおいて粘膜ワクチン投

与時における病理学的変化と抗原の認識に

ついて検討した。

 
B. 研究方法

 カニクイザル（

を麻酔投与下、仰臥位で固定後、鼻腔より

HPIV2
0 時間（コントロール）

行い、ホルマリン固定の後、

粘膜の病理的解析を行った。
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